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▲卵嚢を守る
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No.61812/15
こ
こ
を
拠
点
に
商
店
街
全
体
で

盛
り
上
が
り
た
い
で
す
ね

▼アカヒトデを捕食

　
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
は
緑
も
あ

り
、
長
椅
子
に
腰
掛
け
て
休
憩
も

で
き
る
ん
で
、
高
齢
者
や
子
ど
も

連
れ
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
銀
座

商
店
街
の
中
心
な
ん
で
、
こ
こ
を

拠
点
に
盛
り
上
が
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
考
え
て
る
ん
で
す
。

　
今
年
は
パ
ー
ク
の
中
心
に
新
た

に
ツ
リ
ー
を
作
っ
た
り
、
周
囲
の

フ
ェ
ン
ス
に
ト
ナ
カ
イ
を
配
置
し

ま
し
た
。
６
ｍ
の
ポ
ー
ル
は
立
て

て
み
な
い
と
バ
ラ
ン
ス
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
り
、
５
千
個
も
の
豆
電

球
が
切
れ
た
時
も
原
因
を
見
つ
け

に
く
か
っ
た
り
と
苦
労
も
あ
り
ま

す
。
み
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
力

を
合
わ
せ
て
作
っ
た
の
に
、
心
無

い
人
が
豆
電
球
を
持
ち
去
っ
た

り
す
る
の
も
残
念
で
す
ね
。

　
飾
り
つ
け
を
す
る
商
店
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
こ
の

パ
ー
ク
か
ら
西
側
の
通
り
は
、

目
立
つ
し
、
雰
囲
気
も
い
い
で

す
ね
。
館
山
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け

た
ら
、
も
っ
と
効
果
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

（
話
は
委
員
長
三
幣
和
義
さ
ん
）

　
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
10
人
。

７
年
前
に
駅
前
交
差
点
で
イ
ル
ミ

　
名
の
如
く

房
州
以
南
に

多

い

巻

貝

で
、
殻
長
20

㎝
を
超
え
る

大
型
種
で
あ

る
。
殻
の
先

を
切
っ
て
笛

に
す
る
と
山

ほ

ら

が

い

伏
の
法
螺
貝

ほ
ど
腹
に
染
み
る
よ
う
な
野
太

さ
は
な
い
が
、
高
音
で
良
く
通

る
音
が
出
る
。
こ
の
た
め
ポ
ー

ポ
ー
ガ
イ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

岩
礁
性
の
浅
海
に
住
み
、
寒
い

時
期
に
産
卵
す
る
。 

卵
嚢
は

ト
ッ
ク
リ
ホ
オ
ズ
キ
と
呼
ば

れ
、
か
つ
て
子
ど
も
達
の
遊
び

道
具
に
さ
れ
て
い
た
。
肉
食
性

で
ヒ
ト
デ
や
ウ
ニ
を
好
ん
で
捕

食
す
る
。
獲
物
を
襲
う
様
子
は

ど
う
も
う

写
真
の
よ
う
に
獰
猛
で
、
ヒ
ト

デ
を
足
の
先
で
抱
え
込
み
、長
い

ふ
ん吻

を
口
の
部
分
か
ら
突
っ
込
ん

で
食
べ
て
し
ま
う
。
　
　

　
エ
ビ
刺
し
網
に
良
く
掛
か
っ
て

く
る
の
で
、
網
干
し
場
で
も
馴
染

み
が
深
い
。
地
元
で
は
食
用
に
さ

き
も

れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
肝
や

生
殖
腺
に
強
い
毒
を
も
つ
こ
と
が

あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
だ
。
最

し
ょ
く
も
つ
れ
ん
さ

近
の
研
究
で
、
食
物
連
鎖
に
よ
っ

て
毒
化
し
、
そ
の
成
分
は
フ
グ
毒

と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
た
。
く
れ
ぐ
れ
も
内
臓
を

食
べ
て
当
た
ら
な
い
よ
う
に
ご

用
心
。

　
ホ
ラ
は
吹
か
な
い
が
法
螺
貝

吹
き
に
い
さ
さ
か
自
信
の
あ
る

筆
者
は
、
寝
坊
助
実
習
生
を
朝

早
く
か
ら
起
こ
そ
う
と
高
ら
か

に
ポ
～
ポ
～
と
吹
き
鳴
ら
し
た

こ
と
が
あ
る
。
と
た
ん
に
地
元

の
漁
業
組
合
長
か
ら
お
小
言
を

い
た
だ
い
て
し
ま
っ
た
。
い
わ

く
、「
海
難
な
ど
の
緊
急
時
に
組
合

員
を
集
め
る
た

め
の
合
図
だ
か

ら
、
む
や
み
に

鳴
ら
さ
な
い
で

下
さ
い
よ
！
」

東
京
水
産
大
学

助
教
授

　
　
小
池
康
之

ボウシュウボラ ポ～ポ～と鳴る

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

伊藤 恵 ピアノリサイクル
新春コンサート“名曲の調べ”

と　き／

　１月13日（日）

　午後２時開演

ところ／

　南総文化ホール

    小ホール

料　金／

　学　生1,000円

　一般券3,500円

　当日券4,000円

前売券／南総文化ホール、松田屋楽器、

　　　　カミヤマ、宮沢書店

問合せ／館山音楽鑑賞協会事務局（生涯学習課内）

　　　　�22―3111（内線663）

▲浅海の岩場に住む

市民 イルミネーションで賑やかに！

館山銀座商店街のみなさん
イルミネーションで賑やかに！

館山銀座商店街のみなさん

シ
リ
ー
ズ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
。
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
は
昨
年
か
ら
で
、
点
灯
は

先
月
24
日
か
ら
今
月
25
日
の
午
後

４
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
。

http://www.city.tateyama.chiba.jp


分
の
み
を
返
済
し
、
死
亡
時
に
住
宅

資
産
な
ど
を
活
用
し
て
、
ロ
ー
ン
を

一
括
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
融
資
制
度
は
、
高
齢
者
居
住
支

援
セ
ン
タ
ー
が
債
務
保
証
し
ま
す
。

　
高
齢
者
世
帯
の
入
居
を
拒
ま
な

い
賃
貸
住
宅
を
、
都
道
府
県
知
事

（
ま
た
は
そ
の
指
定
機
関
）に
登
録

し
、
高
齢
者
に
そ
の
賃
貸
住
宅
を

提
供
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
ま

す
。「
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

制
度
」の
助
成
を
受
け
た
住
宅
は
、

必
ず
登
録
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
登
録
さ
れ
た
住
宅
は
、
万

一
、
入
居
し
た
高
齢
者
が
家
賃
を

滞
納
し
た
場
合
、
高
齢
者
居
住
支

援
セ
ン
タ
ー
が
家
賃
の
債
務
保
証

（
６
カ
月
を
限
度
）を
行
い
ま
す
。

　
知
事
の
認
可
を
受
け
た
賃
貸
住

宅
に
つ
い
て
、
賃
借
人
が
生
き
て

い
る
限
り
続
き
、
死
亡
し
た
と
き

に
終
了
す
る
、
借
り
た
人
本
人
一

代
限
り
の
借
家
契
約
で
す
。

　
配
偶
者
な
ど
一
定
の
同
居
者
は
、

借
家
人
死
亡
後
も
継
続
し
て
居
住
で

き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　以前の栄養改善推進員と母子保健推進員の２つに老
人保健業務を加えた保健推進員が誕生したのが、17年
前の昭和59年。推進員はこれらの業務についての相
談、調査及び連絡や保健衛生思想の普及など、市民の
健康で明るい家庭生活の確立のために活動をしていま
す。問合せ／健康管理課保健係（! 23―3113）

　
現
在
、
市
内
の
保
健
推
進
員

は
、
町
内
会
長
や
自
治
会
長
の
推

薦
で
委
嘱
さ
れ
た
149
人
。
任
期
は

３
年
で
、
現
推
進
員
の
任
期
は
来

年
３
月
末
ま
で
で
す
。

　
具
体
的
な
保
健
推
進
員
の
業
務

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
総
合
検
診
時
で
の
受
付
、
身

長
、
体
重
の
計
測
（
４
月
中
旬
か

ら
６
月
中
旬
ま
で
市
内
12
会
場
）

○
健
康
＆
産
業
ま
つ
り
で
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
手
づ
く
り
お
や

つ
の
配
布

○
「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」

「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21

事
業

食
」
な
ど
の
実
施

○
離
乳
食
学
級
で
の
乳
児
と
の
ふ

れ
あ
い

○
各
支
部
で
の
調
理
伝
達
講
習

会
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
の
家
庭
訪

▲保健推進協議会
会長の鈴木静子さん

特 集

市
民
の
健
康
を
願
っ
て
…

館

山

市

保
健
推
進
員

「
保
健
推
進
員
は
行
政
と
住
民
の

パ
イ
プ
役
。
そ
の
魅
力
は
何
と

い
っ
て
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
こ
と
で
す
ね
。
初
め

か
ら
な
ん
で
も
出
来
る
人
は
い
な

い
か
ら
、
大
き
な
目
標
を
持
た
ず

に
、
ま
ず
、
自
分
の
健
康
、
家
族

の
健
康
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん

地
域
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
な
ら

「
夫
の
勤
務
の
関
係
で
昨
年

の
夏
に
大
賀
に
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。
自
分
も
岡
山
の

出
身
で
す
の
で
、
な
か
な
か

地
域
に
馴
染
む
き
っ
か
け
が

あ
り
ま
せ
ん
。
保
健
推
進
員

に
な
り
、
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
と
知
り
合
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
普
段
、
赤
ち
ゃ
ん

と
接
す
る
機
会
も
な
い
の

で
、
今
後
の
参
考
に
な
り
ま

す
。
食
生
活
に
も
気
を
つ
け

「
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
以
前

か
ら
興
味
が
あ
り
、
保
健
推
進
員

を
お
受
け
し
ま
し
た
。
全
体
で
の

食
生
活
改
善
事
業
（
料
理
教
室
）

で
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
で
広
め
る

仕
事
も
あ
り
、
地
域
で
小
規
模
な

が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
私
の

場
合
、
家
族
へ
の
食
事
に
気
を
つ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
手

間
は
か
か
り
ま
す
が
、
時
間
を
か

け
て
出
汁
を
と
り
、
醤
油
や
塩
を

控
え
め
に
し
て
い
ま
す
。
家
族
も

今
で
は
す
っ
か
り
私
の
味
付
け
に

慣
れ
て
く
れ
て
、
外
食
で
は
味
が

濃
い
な
ん
て
言
う
ん
で
す
よ
」
小

宮
百
合
子
さ
ん

　
足
が
不
自
由
な
高
齢
者
や
65
歳

未
満
の
身
体
障
害
者
な
ど
を
対
象

に
、
住
宅
の
浴
室
、
ト
イ
レ
、
居

間
、
玄
関
な
ど
の
改
造
費
用
に
対

す
る
助
成
制
度
で
す
。
新
築
や
増

築
は
対
象
外
で
す
。
助
成
金
額
は

改
造
に
か
か
っ
た
費
用
の
２
分
の

１
で
、
30

万
円
を
限
度
と
し
ま

す
。
た
だ
し
介
護
保
険
制
度
で
住

宅
改
修
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合

は
、
限
度
額
が
20
万
円
で
す
。
事

前
の
申
請
が
必
要
で
、
本
人
や
同

居
親
族
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
に
と
っ
て
、
住
ま
い
の
段
差
解
消
や
手
す
り
の
設
置
は
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ひ
と
工
夫
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
今
回
は
、
高
齢
者
の
住
ま
い
の
不
安
を
解
消
す
る
補
助
制
度
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
高
齢
者
福
祉
課
援
護
係
（
!
22
―
３
１
１
１
内
線
583
）

ま
た
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
」
が
今
年
４
月
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
３
つ
の
柱
に
沿
い
、
各
種
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
県
都
市
部
住
宅
課
住
宅
計
画
班（
!
043
―
223
―
３
２
２
６
）

　
優
良
賃
貸
住
宅
を
建
設
し
た

り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
に
次
の

補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
住
宅
の
共
用
部（
廊
下
、
階
段
な

ど
）、
手
す
り
、
緊
急
通
報
装
置
の

設
置
な
ど
の
設
備
に
対
す
る
補
助

○
低
所
得
者
の
高
齢
者
世
帯
に
対

し
、
家
賃
減
額
を
行
っ
た
場
合
、
そ

の
家
賃
減
額
費
用
に
対
す
る
補
助

○
固
定
資
産
税
の
軽
減
や
所
得
税
、

法
人
税
の
割
増
償
却
（
新
築
の
み
）

　
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
と
す

る
目
的
で
、
既
存
の
住
宅
を
購
入

し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
リ
フ
ォ
ー

ム
を
行
っ
た
場
合
は
、
住
宅
金
融

公
庫
融
資
の
特
例
で
、
購
入
費
の
融

資
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た

高
齢
者
向
け
の

民
間
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
促
進

賃
貸
住
宅
の
登
録
・
閲
覧
制
度

　
最
大
500
万
円
ま
で
の
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
生
存
時
は
利
子
部

③
高
齢
者
が
安
心
し
て
入
居

で
き
る
賃
貸
住
宅
市
場
を
整
備

終
身
建
物
賃
貸
借
制
度

②
高
齢
者
の
持
ち
家
の

　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で「
要

支
援
」か「
要
介
護
」の
認
定
を
受
け

た
人
を
対
象
に
手
す
り
の
取
付
け

や
段
差
の
解
消
、
引
き
戸
へ
の
扉

の
取
替
え
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

支
給
限
度
額
は
20
万
円
の
定
額
で

す
。
改
修
に
か
か
っ
た
費
用
の
20

万
円
ま
で
に
つ
い
て
、
住
宅
改
修

費
の
支
給
申
請
が
で
き
ま
す
が
、

９
割
に
あ
た
る
18
万
円
が
保
険
で

支
給
さ
れ
、
２
万
円
は
自
己
負
担

で
す
。
市
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

確
認
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

「
改
修
し
て
、
日
常
生
活
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
左
足
を
患
い
手
術
を
受
け

ま
し
た
。
退
院
後
は
ト
イ
レ
や
お
風
呂
の
こ
と
が
と
て
も
不
安
で
し
た
。
最

初
は
、
手
す
り
の
設
置
だ
け
を
考
え
て
い
た
ん
で
す
が
、
自
宅
を
見
に
き
た

市
の
担
当
者
か
ら
玄
関
ま
で
の
階
段
を
ス
ロ
ー
プ
に
し
た
ら
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
工
事
し
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
プ
に
は
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
　
高
齢
者
等
住
宅
改
造
費
用
助
成
制

度
と
介
護
保
険
居
宅
介

護
住
宅
改
修
費
の
支
給

を
受
け
て
、
道
路
か
ら

自
宅
玄
関
ま
で
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ス
ロ
ー
プ
の

設
置
と
１
、
２
階
ト
イ

レ
に
手
す
り
を
取
り
付

け
た
、
上
真
倉
の
津
村

綾
子
さ
ん

改修して楽になりました！

▲スロープの前でご主人と
の
健
康
づ
く
り
に
還
元
し
て

い
く
こ
と
で
す
ね
。
食
生

活
、
母
子
、
高
齢
者
の
す
べ

て
に
わ
た
り
、
勉
強
し
て
身

に
付
け
た
こ
と
を
皆
さ
ん
に

分
け
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
」

問　
65
歳
以
上
の
割
合
が
人
口
の
25

％
を
超
え
、
そ
の
一
方
で
、
少
子

化
が
確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
核

家
族
化
に
よ
り
、
高
齢
者
の
一
人

暮
ら
し
も
増
え
、
保
健
推
進
員
が

地
域
の
人
た
ち
と
〝
健
康
〝
を
通

じ
て
交
流
し
て
い
く
こ
と
が
、
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
人

た
ち
に
も
保
健
推
進
員
と
し
て
、

ど
ん
ど
ん
活
動
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
」
松
岡
由
美
さ
ん

▲松岡由美さん
▼小宮百合子さん

２平成13年12月15日３ だん暖たてやま

結構楽しいですよ！

高
齢
者
の
住
ま
い
の
不
安
を
解
消

国
や
県
で
も
各
種
制
度
で
支
援

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
制
度

住
宅
金
融
公
庫
融
資
の
特
例

一
括
償
還
型
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・

　
　
　
　
リ
フ
ォ
ー
ム
融
資
制
度

高
齢
者
等
住
宅
改
造
費
用
助
成
制
度

介
護
保
険
居
宅
介
護
（
居
宅
支
援
）

　
　
　
　
　
住
宅
改
修
費
の
支
給

段
差
を
な
く
し
、手
す
り
を
つ
け
た
い



 ※雨や風の強い日は、巡回を中止することが

　 ありますので、ご注意ください。

区　　分

高 等 学 校
高等専門学校

高等課程

専門課程

短期大学・大学

専修学校

奨 学 資 金

修 学 金 入学支度金

500,000円

月額  7,000円

月額22,000円

月額  7,000円

月額22,000円

―

―

―

　
毎
年
１
月
１
日
で
、
農
業
委
員

　
高
等
学
校
や
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
大
学
な
ど
に
在
学
中

の
人
や
、
来
春
進
学
す
る
人
に
奨

学
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

　
こ
の
「
ふ
る
さ
と
創
生
奨
学
資

金
制
度
」
は
、
修
学
上
必
要
な
学

費
を
奨
学
資
金
と
し
て
貸
し
付

け
、
修
学
を
容
易
に
し
、
明
日
の

館
山
市
を
担
う
優
秀
な
人
材
を
育

成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
申
請
書
の
交
付
／
１
月
４
日
か

ら
教
育
委
員
会
で
交
付
し
ま
す
。

　
受
付
期
間
／
２
月
１
日
（
金
）

か
ら
２
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
学
校

教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
の
う
え
、
貸
し
付
け
ま
す
。

　
※
奨
学
資
金
の
返
還
に
あ
た
っ

て
は
、
状
況
に
よ
り
減
免
制
度
が

ら せお 知

４平成13年12月15日５ だん暖たてやま

　
昭
和
43
年
５
月
に
開
館
以
来
33

年
間
、
市
民
の
集
会
、
交
歓
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
棟
は
、
施
設

の
老
朽
化
が
進
み
、
雨
漏
り
な
ど

の
維
持
補
修
費
が
か
か
る
た
め
、

市
民
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を

　
こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

シ
ー
ズ
ン
。
全
国
で
毎
年
多
く
の

人
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で
死
亡
す
る
人
の
中
で
、
65
歳

以
上
の
人
は
全
体
の
８
割
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
予
防
接
種
法
の
改
正
を

受
け
、
65
歳
以
上
の
希
望
者
を
対

象
に
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　
費
用
の
一
部
を
公
費
で
負
担

し
、
希
望
者
は
指
定
医
療
機
関
で

接
種
す
る
も
の
で
す
。

　
該
当
者
に
は
、
既
に
通
知
し
て

い
ま
す
が
、
接
種
希
望
者
は
同
封

の
予
診
票
に
記
入
の
上
、
指
定
医

療
機
関
に
事
前
に
予
約
し
、
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

　
転
入
な
ど
で
通
知
が
届
か
な
い

人
、
対
象
の
②
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
対
象
者
／
①
市
に
住
民
登
録
の

あ
る
65
歳
以
上
の
接
種
希
望
者
、

本
人
の
意
思
確
認
の
で
き
る
人
。

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機

能
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
が
あ
る
と

し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
ら

れ
た
人

　
費
用
／
千
800
円
（
生
活
保
護
世

　
平
成
14
年
度
の
入
札
参
加
の
追

加
受
付
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
作
成
要
領
は
、
財
政
課

契
約
係
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
請

に
基
づ
い
て
、
入
札
な
ど
の
方
法

で
、
工
事
の
発
注
や
事
務
用
品
・

材
料
な
ど
の
物
品
の
購
入
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
有
効
期
間
は

14
年
度
、
１
年
間
で
す
。

　
締
切
／
１
月
15
日（
火
）ま
で

　
問
合
せ
／
財
政
課
契
約
係
（
!

22
ー
３
１
１
１
　
内
線
534
）

　
来
年
４
月
か
ら
入
園
す
る
保
育

園
児
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
／
保
護
者
の
労
働
や
疾
病

な
ど
で
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い

場
合
が
対
象
で
す
。
生
後
２
ヵ
月

ぐ
ら
い
（
産
休
明
け
）
か
ら
預
か
り

ま
す
。

　
１
月
13
日
（
日
）
に
南
総
文
化

ホ
ー
ル
で
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

新
成
人
の
輝
か
し
い
門
出
を
よ

り
多
く
の
市
民
に
も
祝
福
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
会
場
に
市
民
席
を
設

け
ま
す
。
申
込
は
不
要
で
す
。

　
問
合
せ
／
中
央
公
民
館
（
!
23

―
３
１
１
１
）

　通常、祝日のごみの収集は行っていませ

ん。月曜日に金属類・ペットボトルを収集

する地区は、12月10日から来年１月28日

の間、長期間収集しないことになるので、

１月14日（月）の祝日に限り、金属類、

ペットボトルの収集を行います。

　なお、燃せるごみの収集はありません。

　問合せ／環境保全課

　　　 　!22―3111内線614

１月14日（月）は
金属類、ペットボトルを収集

帯
は
免
除
）
各
指
定
医
療
機
関
で

直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
接
種
期
間
／
12
月
28
日
（
金
）

ま
で

　
接
種
回
数
／
１
回

予
防
接
種
は
体
調
の
良
い
と
き
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
持
ち
物
／
予
診
票
・
保
険
証
・

老
人
保
険
受
給
者
証

　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課
（
!
23

―
３
１
１
３
）

あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
学
校
教
育
課
（
!
22

―
３
１
１
１
内
線
643
）

　
保
育
時
間
／
午
前
８
時
～
午
後

４
時（
土
曜
日
は
午
前
11
時
）事
情

に
よ
り
、
午
前
７
時
30
分
～
午
後

６
時
ま
で
の
長
時
間
保
育
も
行
い

ま
す
。

　
保
育
料
／
公
立
、
私
立
と
も
共

通
で
、
そ
の
世
帯
の
税
額
と
園
児

の
年
齢
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　
申
請
方
法
／
４
月
か
ら
新
し
く

入
園
を
希
望
す
る
人
は
、
社
会
福

祉
課
で
１
月
17
日（
木
）か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

　
現
在
入
園
中
の
人
に
は
、
入
園

中
の
保
育
園
を
通
じ
て
申
請
書
な

ど
の
関
係
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

入
園
審
査
は
２
月
上
旬
に
行
い
、

決
定
は
３
月
下
旬
で
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
児
童
福

祉
係
（
!

22
―
３
１
１
１
内
線

574
）

船形保育園

純真保育園

中央保育園

房南保育園

館野保育園

九重保育園

アンデレ保育園

子育保育園

キリスト保育園

ユネスコ保育園

!27－2524

!27－2596

!23－4634

!28－0659

!22－2722

!22－9800

!23－5573

!29－0833

!22－1096

!22－1398

公
　
立
　
　
　
私
　
立

会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
を
調
製
し

て
い
ま
す
。

　
有
権
者
は
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
昭
和
57
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
で
す
。

　
①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕

作
し
て
い
る
人

　
②
①
に
あ
て
は
ま
る
同
居
の
親

族
、
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
１
年

に
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
人

　
農
業
協
力
員
が
申
請
書
の
配

布
、
取
り
ま
と
め
を
し
ま
す
が
、

都
合
で
農
業
協
力
員
に
渡
せ
な
い

場
合
は
、
１
月
10
日（
木
）ま
で
に

農
業
委
員
会
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
農
業
委
員
会
（
!
22

―
３
１
１
１
内
線
692
）

　
だ
ん
暖
た
て
や
ま
１
月
１
日
号

は
、
年
始
の
た
め
あ
り
ま
せ
ん
。

次
号
は
１
月
15
日
号
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紙
面
の
ま
ま

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
問
合
せ
／
秘
書
広
報
課
広
報
係

（
!
22
―
３
１
１
１
内
線
505
）

▼船形保育園のおともだち

問合せ／館山市図書館（!22－0701）

ご利用ください！
移動図書館「わかしお号」

１月の巡回場所

純真保育園前

温水プール前

那古地区公民館

倉持工業所前

稲原集会所前

船形地区公民館

（船形小学校）

那古小学校

大賀自衛隊官舎

香浅間神社前

西岬東地区公民館

坂田漁港前

房南中学校

西岬西地区公民館

西岬小学校

豊津ホール

相浜漁協前

神戸地区公民館

布良漁協前

神戸小学校

富崎小学校

館野保育園

横枕松葉堂前

腰越延命院前

九重駅前

館野小学校

九重小学校

神余小学校

豊房地区公民館

（豊房小学校）

館山地区公民館

（館山小学校）

駐　車　場

10:00～10:40

10:55～11:30

13:20～13:35

13:45～14:00

14:10～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

 9:30～10:00

10:10～10:30

10:40～11:00

11:10～11:30

12:45～13:10

13:30～13:50

14:00～15:40

10:20～10:40

11:10～11:30

13:20～13:50

14:10～14:30

12:40～13:10

14:45～15:40

14:45～15:40

12:40～13:10

10:20～11:00

11:15～11:35

13:20～13:40

13:50～14:15

12:40～13:10

14:30～15:40

14:30～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

13:35～14:30

14:45～15:40

14:45～15:40

13:35～14:30

時　間　１月

8

22

8

22

8

22

９

23

16

29

16

29

16

29

17

30

17

30

17

30

18

31

18

31

18

31

廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
来
年
４
月
１
日

以
降
ホ
ー
ル
棟
の
利
用
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　
会
議
室
な
ど
が
あ
る
管
理
棟
の

活
用
方
法
は
、
こ
れ
か
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
対
策
課
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
係
（
!
22
―
３
１
１

１
内
線
564
）

４
月
か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
利
用
中
止

奨
学
資
金
制
度

高
校
以
上
の
進
学
・
在
学
に

高
齢
者
に

  
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

農
委
の
選
挙
人
名
簿

保
育
園
の
入
園
受
付

１
月
17
日
か
ら

成
人
式
に
市
民
席



「
第
55

回
館
山
湾
寒
中
水
泳
大

会
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
期
日
／
１
月
19
日
（
土
）

　
時
間
／
受
付
開
始
＝
午
前
11
時

30

分
～
　
水
泳
開
始
＝
（
１
回

目
）
午
後
１
時
20

分
～
（
２
回

目
）午
後
１
時
50
分
～

　
会
場
／
三
軒
町
無
料
休
憩
所
前

　
参
加
資
格
／
生
徒
（
保
護
者
の

許
可
要
）
。
市
民
、
在
勤
者
で
、

寒
中
水
泳
に
耐
え
ら
れ
る
人
。
一

般
参
加
者
は
、
当
日
会
場
で
医
師

の
診
断
を
受
け
、
許
可
を
得
た
人

　
定
員
／
千
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

募 集

６平成13年12月15日７ だん暖たてやま

　
県
内
す
べ
て
の
事
業
所
で
働
く

労
働
者（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

含
み
ま
す
）に
適
用
さ
れ
る「
千
葉

県
最
低
賃
金
」、
特
定
の
業
種
の
事

業
所
で
働
く
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る「
産
業
別
最
低
賃
金（
７
業
種
）」

が
、
表
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤

手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、

賞
与
、
時
間
外
手
当
、
深
夜
手
当

な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
／
千
葉
県
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
（
!
043
―
221
―
２

３
２
８
）

ら せお 知

問合せ／生涯学習課　!22－3111　内線662

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

26日～
　　27日

13日
（日）

 9:30～
安房博物館
!22－8608

かがみがうらコース
智

企画展「祈りの舟」 一　般

19日
（土）

26日
（土）

10:30～
大房岬少年自然の家
!33－4561

たいぶさコース
仁プラネタリウム　一般公開

200人
一　般

30人
館山野鳥の森
!28－0166

 9:30～
鳥となかよしコース

義

子どもお話し会
60人
小学校
低学年

館山市図書館
!22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝

子どもお話し会
60人
小学校
低学年

館山市図書館
!22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝

子どもお話し会
60人
小学校
低学年

館山市図書館
!22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝

12日
（土）

バードウォッチング
（有料500円）

14:00～
安房博物館
!22－8608

かがみがうらコース
智安房学講座「房州の魚」 一　般

80人

大房岬少年自然の家
!33－4561

たいぶさコース
仁

イチゴ狩りと花摘み

（12/3から受付中）

小学生以
上の家族
40人

毎日曜日
祝日

10:30～
甲冑を着よう
（観覧料として小中学生80円、一般150円）

入館者 市立博物館
!23－5212

しろやまコース
信

　
参
加
費
／
30
円
（
保
険
料
）
※

当
日
徴
収

　
注
意
／
風
雨
、
荒
天
の
場
合
は

中
止
し
ま
す
。
当
日
午
前
10
時
ま

で
に
決
定
し
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー

ツ
課
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
方
法
／
中
学
生
・
高
校
生

は
学
校
を
経
由
し
て
と
り
ま
と
め

ま
す
。
一
般
の
人
は
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
１
月
８

日（
火
）ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
〒
294
―
８

６
０
１
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
!
22
―

３
１
１
１
内
線
652
）

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
を
通
じ
て
自
宅
で
学
習
で
き
る

正
規
の
大
学
で
す
。
満
15
歳
（
全

科
履
修
生
は
満
18
歳
）
以
上
な
ら

だ
れ
で
も
入
学
で
き
、
１
科
目
で

も
入
学
で
き
ま
す
。

　
卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
が
得

ら
れ
ま
す
。

　
募
集
学
生
／
①
全
科
履
修
生

（
大
学
卒
業
を
め
ざ
す
コ
ー

ス
）
、
②
選
科
履
修
生
（
１
年
間

在
学
す
る
コ
ー
ス
）
、
③
科
目
履

修
生
（
１
学
期
間
「
６
カ
月
」
在

学
す
る
コ
ー
ス
）

　
締
切
／
２
月
15
日
（
金
）
ま
で

　
問
合
せ
／
〒
261
―
８
５
８
６
　

放
送
大
学
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー
総

務
係
（
!
043
―
298
―
４
３
６
７
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
情
報
サ
ー
ビ
ス
　
043
―
211

―
８
３
５
１
）

26日～
３月10日

し
ま
す
。

▼
通
行
止
め

　
図
①
／
那
古
の
大
和
屋
旅
館
前

交
差
点
～
宮
城
交
差
点
、
高
の
島

間
の
海
岸
道
路
　
午
前
９
時
40
分

～
午
後
３
時
（
た
だ
し
午
後
１
時

か
ら
は
、
八
幡
海
岸
か
ら
海
上
自

衛
隊
方
面
へ
片
側
通
行
が
で
き
ま

す
）

　
図
②
／
神
戸
の
寺
田
商
店
前
～

波
左
間
海
岸
の
間
（
西
岬
旧
道
経

由
）
午
前
11
時
～
午
後
２
時

▼
進
入
禁
止

　
図
③
／
下
町
交
差
点
～
館
山
桟

橋
方
面
　
午
前
９
時
40
分
～
午
後

３
時

　
図
④
／
下
町
交
差
点
～
宮
城
方

面
　
午
前
９
時
40
分
～
正
午

　
図
⑤
／
相
浜
花
つ
み
セ
ン
タ
ー

前
交
差
点
～
波
左
間
海
岸
方
面

（
相
浜
・
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
経

由
）
　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
２

時
30
分

　
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課
内
若
潮

マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
（
!
22
―

３
１
１
１
内
線
652
）

　
１
月
27
日
（
日
）「
第
22
回
館
山

若
潮
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
５
千
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
。
健
脚
を
競
い
ま
す
。

　
当
日
、
コ
ー
ス
の
一
部
区
域
で

通
行
止
め
や
進
入
禁
止
な
ど
の
交

通
規
制
を
行
い
ま
す
。

　
若
潮
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
で

は
「
交
通
規
制
区
域
や
神
戸
・
西

岬
地
区
の
コ
ー
ス
な
ど
で
、
選
手

が
通
過
す
る
と
き
は
、
十
分
に
気

を
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
市
民
運
動
場

を
午
前
10
時
に
出
発
。
10
キ
ロ
は

午
前
10
時
30
分
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
は
午
前
10
時
35
分
に
ス
タ
ー
ト

未　定

（上段は日額、下段は時間額です）

最低賃金件名 改正最低賃金額

千葉県最低賃金 5,408円
676円

改正前最低賃金額

5,372円
672円

引上げ額

36円
4円

発 効 日

H13.10. １

調味料製造業
最 低 賃 金

6,110円
764円

鉄鋼業最低賃金 6,321円
791円

一般機械器具製
造業最低賃金

6,243円
781円

電気機械器具製
造業最低賃金

6,210円
777円

精密機械器具製
造業最低賃金

6,098円
763円

各種商品小売業
最 低 賃 金

5,967円
746円

自動車（新車）
小売業最低賃金

6,183円
773円

6,071円
759円

6,280円
785円

6,202円
776円

6,168円
771円

6,058円
758円

5,927円
741円

6,141円
768円

39円
5円

41円
6円

41円
5円

42円
6円

40円
5円

40円
5円

42円
5円

H13.12. 25

産
　
業
　
別
　
最
　
低
　
賃
　
金

● 

最
低
賃
金
が
変
わ
り
ま
す 

●

● 

最
低
賃
金
が
変
わ
り
ま
す 

●

交通規制に気をつけて
１月27日に若潮マラソン

子ども市民大学
1月のプログラム

寒
さ
に
負
け
る
な
！
　

寒
中
水
泳

放
送
大
学
14
年
度
（
４
月
授
業
開
始
）
学
生
募
集

学
び
た
い
！
　

そ
れ
が
入
学
資
格

至木更津

県道和田・丸山・館山線

那古船形駅那古船形駅

マラソン会場
市民運動場

127

①車両通行止 9：40～15：00

③車両進入禁止 9：40～15：00

(但し、13：00からは八幡海岸から海上自衛隊方面へ片側通行可)

128 至鴨川

館山駅館山駅

高の島

城山公園

館山

高の島
海上自衛隊
館山航空基地

沖の島

城山公園

館山

④車両進入禁止
 9：40～12：00

②車両通行止
 11：00～14：00

館山カントリー
クラブ

坂田

波左間海岸

洲の崎

マラソンコース

車両通行止

車両進入禁止

迂回路

布沼

南房パラダイス

迂回路

フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン

県道館山・白浜線

⑤車両進入禁止
 11：30～14：30

相浜

410

86
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来
年
５
月
末
に
姉
妹
都
市
・
ベ

リ
ン
ハ
ム
（
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン

州
）
で
開
催
さ
れ
る
「
ス
キ
ー
・

ト
ウ
ー
・
シ
ー
レ
ー
ス
」
に
参
加

す
る
選
手
を
募
集
し
ま
す
。
　

　
レ
ー
ス
は
、
標
高
３
千
300
メ
ー

ト
ル
の
ベ
ー
カ
ー
山
か
ら
ベ
リ
ン

ハ
ム
湾
ま
で
の
７
区
間
約
130
キ
ロ

の
コ
ー
ス
を
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
、
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
ス
キ
ー
、
マ

ラ
ソ
ン
、
自
転
車
、
カ
ヌ
ー
、
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
で
継
走
す
る
レ
ー
ス
で
す
。

　
募
集
す
る
選
手
は
、
７
種
目
８

名
。
滞
在
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。

　
レ
ー
ス
前
日
の
パ
レ
ー
ド
や
歓

迎
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
ベ
リ
ン
ハ

ム
市
民
と
の
交
流
も
企
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
参
加
資
格
／
原
則
と
し
て
安
房

郡
市
内
在
住
在
勤
で
、
ベ
リ
ン
ハ

ム
と
の
交
流
に
参
加
し
た
い
人

　
費
用
／
渡
航
費
用
な
ど
は
、
す

べ
て
自
費
と
な
り
ま
す
。

　
締
切
／
１
月
21 

日
（
月
）

　
問
合
せ
・
申
込
／
熊
井
（
090
―

２
１
４
４
―
３
３
７
６
）ま
た
は
石

井（
090
―
７
２
０
５
―
３
６
６
７
）

　
日
時
／
１
月
16
日（
水
）か
ら
の

毎
週
水
曜
日
、
午
後
６
時
50
分
～

８
時
30
分
。
全
10
回

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
内
容
／
外
国
で
の
生
活
、
文

化
、
習
慣
な
ど
を
知
識
や
経
験
豊

富
な
講
師
と
み
ん
な
で
楽
し
く
、

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
す
。

　
定
員
／
20
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

　
申
込
方
法
／
住
所
、
氏
名
、
職

業
を
記
入
し
て
、
メ
ー
ル
ま
た
は

往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

Ｅ
メ
ー
ル
はsiste

rc
ity

2
001

@
a
o
l.c

o
m

　
往
復
は
が

き
の
場
合
は
、

〒
294
―
８
７
９
９

館
山
郵
便
局
留
置
　
ベ
リ
ン
ハ
ム

委
員
会
ま
で
。

　
締
切
／
１
月
７
日
（
月
）

　
講
師
／
マ
イ
ケ
ル
・
ハ
マ
ラ
イ

ネ
ン（
館
山
市
国
際
交
流
員
）
、
セ

ス
・
ハ
イ
（
三
芳
村
英
語
指
導
助

手
）
、
切
石
節
司
（
安
房
南
高
教

諭
）
ほ
か
、
留
学
経
験
者
や
モ
ン

ゴ
ル
出
身
者
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
費
用
／
教
材
費
と
し
て
500
円

　
問
合
せ
／
北
見
（
午
後
７
時
か

ら
午
後
９
時
ま
で
に
!
23
―
０
８

８
４
）

　
中
央
公
民
館
で
は
、
数
学
者
と

大
道
芸
人
の
二
つ
の
顔
を
持
ち
、

11

カ
国
語
を
話
す
多
芸
な
国
際

人
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
な
ど
で

活
躍
し
て
い
る
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ

ン
ク
ル
さ
ん
を
招
き
、
幼
稚
園
、

小
学
校
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た

共
同
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
共
同
学
習
会
は
、
対
象
者

以
外
に
も
興
味
の
あ
る
人
は
、
参

加
で
き
ま
す
。

　
終
戦
後
も
ユ
ダ
ヤ
人
差
別
が
根

強
く
残
る
社
会
で
育
っ
た
ピ
ー

タ
ー
氏
。
困
難
に
直
面
し
な
が
ら

も
愛
し
て
く
れ
て
い
た
親
。
親
か

ら
の
無
条
件
の
愛
が
、
精
神
的
な

安
心
を
与
え
、
今
で
も
心
の
支
え

と
な
っ
て
い
る
…
少
年
時
代
を
振

返
り
な
が
ら
、
親
子
関
係
に
関
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
中
心
に
講
演
し

ま
す
。

　
当
日
は
、
保
育
ル
ー
ム
を
用
意

し
ま
す
。
育
児
中
の
人
も
子
ど
も

を
預
け
て
聴
講
で
き
ま
す
。

　
日
時
／
２
月
１
日（
金
）午
前
10

時
～

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
テ
ー
マ
／
「
無
条
件
の
愛
が
僕

の
支
え
」

　
問
合
せ
・
申
込
／
中
央
公
民
館

（
!
23
―
３
１
１
１
）

　
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
再
就
職
促
進
を

目
的
に
、
合
同
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
す
る
人
は
、
履
歴

書
を
複
数
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　
事
業
主
は
、
求
人
申
込
書
を

１
月
11
日
ま
で
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
日
時
／
１
月
29
日
（
火
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
場
所
／
た
て
や
ま
夕
日
海
岸

ホ
テ
ル

　
対
象
／
安
房
郡
内
で
就
職
希

望
者
、
雇
用
対
象
求
人
事
業
主

　
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館

山
（
館
山
公
共
職
業
安
定
所
）

合
同
面
接
会
担
当
（
!
22
―
２

２
３
６
）

Ｕ
タ
ー
ン
雇
用
促
進

合
同
面
接
会

　
日
時
／
１
月
20
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
開
演

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
出
演
／
梅
若
万
三
郎
　
他

　
演
目
／
翁
、
葵
上

　
入
場
料
／
Ｓ
席
５
千
円
、

Ａ
席
３
千
円

　
前
売
り
／
南
総
文
化
ホ
ー

ル
他
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

　
問
合
せ
／
南
総
文
化
ホ
ー

ル
（
!
22
―
１
８
１
１
）

館山能公演

　
中
間
報
告
の
配
布
／
１
月
７
日

（
月
）
か
ら
市
企
画
課
、
安
房
支

庁
県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
庁
男
女
共

同
参
画
課
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

返
信
用
切
手
200
円
分
を
同
封
し
て

県
庁
男
女
共
同
参
画
課
に
申
し
込

め
ば
、
郵
送
も
可
能
で
す
。
ま

た
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
意
見
先
／
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
中
間
報
告
の

末
尾
に
あ
る
様
式
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
問
合
せ
・
申
込
／
〒
260
―
８
６

６
７
　
県
庁
男
女
共
同
参
画
課

（
!
043
―
223
―
２
３
７
２
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
043
―
222
―
０
９
０
４
）
県
ホ
ー

　
県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
条
例
の
制
定
を
来
年
度
予
定
し
て

い
ま
す
。
現
在
「
千
葉
県
男
女
共
同

参
画
推
進
懇
話
会
」
の
も
と
に
「
条

例
専
門
部
会
」
を
設
け
、
条
例
の
基

本
理
念
や
盛
り
込
む
べ
き
内
容
な
ど

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
の
論
点

を
中
間
報
告
と
し
て
公
表
し
、
中
間

報
告
へ
の
意
見
を
求
め
て
い
ま
す
。

ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.p
re

f.

c
h
ib
a
.jp

　
中
間
報
告
に
つ
い
て
、
部
会
委

員
か
ら
説
明
し
、
意
見
を
求
め
る

た
め
、
県
民
の
意
見
を
聴
く
会

（
館
山
市
会
場
）
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
１
月
24
日
（
木
）
午
後
１

時
30
分
～

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル
大
会

議
室

　
問
合
せ
・
申
込
方
法
／
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
所
属
団
体
が
あ
る
場
合
は
団

体
名
を
安
房
支
庁
県
民
セ
ン
タ
ー

（
!
22
―
７
２
２
２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

―
８
７
１
３
）
へ
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

県
民
の
意
見
を
聴
く
会
も
開
催

「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
条
例
」
に
向
け
て
中
間
報
告
を
公
表

あ
な
た
の
意
見
を
聞
か
せ
て

夜間救急 ・ 休日救急
　安房医師会病院では、年間365日2 4時間体制で、救急患者を受け入れています。
病院内には、初期診療施設として、安房郡市夜間急病診療部（午後７時～午後10時・
年中無休）が設置されています。
　安房医師会病院以外の夜間救急は、次のとおりで、夜間待機施設として、
午後５時から翌朝８時まで診療します。
【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

安房医師会病院
　!25－5111

１月
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

東条病院(鴨川市)　!0470－92－1207

鴨川市立国保病院(鴨川市)

           　　 !0470－97－1221

館山病院（市内）　　　    !22－1122

鴨川市立国保病院(鴨川市)

           　　 !0470－97－1221

鋸南病院(鋸南町)       !55－2125

小田病院（鴨川市） !0470－92－1128

小林病院（館山市）　　　　 !27-3811

富山国保病院(富山町)   !58－0301

東条病院(鴨川市)　!0470－92－1207

赤門整形外科内科(市内) !22－0008

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　     !0470－92－2231

鴨川市立国保病院(鴨川市)

           　　 !0470－97－1221

小田病院（鴨川市） !0470－92－1128

館山病院（市内）　　　    !22－1122

富山国保病院(富山町)   !58－0301

鋸南病院(鋸南町)       !55－2125

東条病院(鴨川市)　!0470－92－1207

小田病院（鴨川市） !0470－92－1128

１日（火）

２日（水）

３日（木）

４日（金）

５日（土）

６日（日）

７日（月）

８日（火）

９日（水）

10日（木）

11日（金）

12日（土）

13日（日）

14日（月）

15日（火）

16日（水）

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　     !0470－92－2231

鴨川市立国保病院(鴨川市)

           　　 !0470－97－1221

鋸南病院(鋸南町)       !55－2125

赤門整形外科内科(市内) !22－0008

関谷医院（千倉町）　　　　 !44-0050

富山国保病院(富山町)   !58－0301

東条病院(鴨川市)　 !0470－92－1207

小田病院（鴨川市） !0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　     !0470－92－2231

鴨川市立国保病院(鴨川市)

           　　 !0470－97－1221

赤門整形外科内科(市内) !22－0008

館山病院（市内）　　　    !22－1122

あかねこどもクリニック（市内）!24-4150

鴨川市立国保病院(鴨川市)

           　　 !0470－97－1221

東条病院(鴨川市)　 !0470－92－1207

小田病院（鴨川市） !0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　      !0470－92－2231
症状によっては対応できない場合もあります。
判断できない場合は、当日の夜間待機施設か
安房郡市消防本部（!22－2233）へ問い合わせてください。 ※都合により、当番医が変更になる場合があります。

17日（木）

18日（金）

19日（土）

20日（日）

21日（月）

22日（火）

23日（水）

24日（木）

25日（金）

26日（土）

27日（日）

28日（月）

29日（火）

30日（水）

31日（木）

【休日】

【休日・夜間】

【休日・夜間】
【休日・夜間】

【休日・夜間】

【休日・夜間】

【休日】

【休日・夜間】
【休日】

【休日・夜間】
【休日】

　
館
山
国
際
交
流
協
会
（
ベ
リ
ン
ハ
ム
委
員
会
）
で
は
、
ベ
リ
ン
ハ
ム

で
開
催
さ
れ
る
「
ス
キ
ー
・
ト
ウ
ー
・
シ
ー
レ
ー
ス
」
に
参
加
す
る
選

手
と
外
国
で
の
生
活
や
文
化
、
習
慣
に
つ
い
て
学
ぶ
「
国
際
交
流
講

座
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

国
際
交
流
協
会
で
２
つ
の
企
画

異
文
化
に
ふ
れ
て
・
行
っ
て
・
深
め
て

国
際
交
流
講
座
開
催

ス
キ
ー
・
ト
ウ
・
シ
ー
・
レ
ー
ス

ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル
が
語
る

私
を
支
え
た
母
の
一
言

チ ケ
ッ ト

好評発
売中



相談はすべて無料です（結婚・介護相談以外は、土曜・日曜・祝日は休みます）
秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください

こんなことあんなこと相談案内 お気軽にどう　ぞ　

（一般相談員による相談）
日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　午前10時～午後３時
（専門相談員による相談）
日時／毎月第１、第３火曜日
　　　午後１時～午後３時
対象／一般相談員の相談を受けた人、
　　　１日４人まで
場所／市民センター
問合せ／社会福祉協議会  TEL 23－5068

家庭教育
生活習慣、登校拒否、非行の相談など
日時／月曜～金曜日 午前９時～午後４時
場所／中央公民館
問合せ／TEL 2 3 －3111

精神保健
不眠、イライラ、対人関係、老人ボケ等の心配
日時／１月８日（火）・１月15日（火）
　　　１月22日（火）
　 　　午後１時30分～午後３時
場所／安房保健所
申込／安房保健所（TEL 22－4511）に予約必要

乳幼児
◎乳児健診
　日時／１月15日（火）
　対象／４カ月児
　受付時間／午後１時30分～２時30分
◎乳児相談（１歳未満の乳児）
　日時／１月７日（月）
　受付時間／午前９時30分～10時30分
◎１歳６カ月児健康診査
　日時／１月10日（木）
　対象／平成12年６月生まれ児
　受付時間／午後１時20分～１時40分
◎３歳児健康診査（３歳６カ月児）
　日時／１月24日（木）
　対象／平成10年７月生まれ児
　受付時間／午後１時20分～１時40分
※場所は保健センター（TEL 23－3113）

消費生活
商品のサービスや苦情・問合せ
日時／１月10日（木）・17日（木）
　　　午前９時～午後４時
場所・問合せ／市民相談室

市民生活
市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
日時／毎日　午前９時～午後５時
場所・問合せ／市民相談室

結婚
日時／毎月第１、第３日曜日
     　午前10時～午後４時
場所／市民センター
問合せ／社会福祉協議会　TEL 23－5068

年金
厚生年金など（館山市役所は偶数月に開催）
日時・場所／１月15日（火）　千倉町役場
　　　　　 １月17日（木）　鴨川市役所
　　　　　 午前10時～午後２時　
国民年金は、常時市民課で相談に応じます。
問合せ／市民課年金係
　　　　（TEL 22－3111 内線556）

交通事故
電話でもできます
日時／毎日午前９時～午後４時30分
場所／交通事故相談所安房支所（安房支庁内）
問合せ／TEL 22－7111 内線371

不用品
情報コーナー

　みなさんの不用品交換のお手伝いをし
ます。ほしい、譲りたいなどのご希望を
お寄せください。
　お問い合わせは、商工観光課消費生活
係（TEL2 2－3111内線597）ヘどうぞ。

◎希望します【希望条件】
【相談】収納棚、子供用祭どんぶり、幼児用手押
　　　車（カタカタ）、カシオハンディワープロ、
　　　菊鉢（20～30個）
◎譲ります【希望条件）

【相談】ゲーム機、プレイステーション本体
【２万円】電動自転車

●１月の古紙・紙パック収集日

地  区 名 古　紙 紙パック

 6日（日）

22日（火）

13日（日）

29日（火）

27日（日）

10日（木）

 7日（月）

24日（木）

23日（水）

17日（木）

 9日（水）

10日（木）

24日（木）

10日（木）

館        山

北        条

那古・船形

西岬・富崎

神        戸

豊        房

館野・九重

○新聞、雑誌、ダンボールに分けてごみ
　搬出場所ヘ
○収集日の午前８時30分までに
○雨でも収集します。濡れないように、
　ビニールなどで覆ってください
○紙パックは切り開き、洗ってたばねて
　ください
問合せ／環境保全課
　　　　（TEL 22－3111 内線614）

11 だん暖たてやま

行政相談

人権相談
日時／毎週水曜日　午後１時～午後４時
　　　※祝日の場合は前日又は後日
場所／千葉地方法務局館山支局
　　　人権相談室　TEL 2 2 －0620　　

行政への苦情や意見、要望
日時／１月16日（水）
　  　午前10時～午後３時
場所／館野地区公民館会議室
問合せ／市民相談室
　　　　TEL22－3111 内線506

児童
家庭関係・養育間題など
日時／毎日午前８時30分～午後５時
場所／家庭児童相談室
　　（TEL 22 －3111 内線5 7 6 ）

身障・知的障害
日時／身障障害：毎月第２金曜日
　　　知的障害：毎月第４火曜日
　　　午後１時～午後３時
場所／身障障害：伊賀整形外科クリニック
　　　知的障害：田村病院
申込・問合せ／社会福祉課に必ず事前に申し
　　　込みをしてください。
　　　（TEL 22－3111 内線574）

介護
在宅での介護に関する心配ごと、悩みごと
日時／24時間・毎日
場所／館山市在宅介護支援センター
　　　なのはな　　　TEL 29－2800
　　　ほほえみ　　　TEL 27－6411
　　　たてやま　　　TEL 25－7191
      安房医師会     TEL 25－5030

心配ごと

　
図
の
よ
う
に
滞
納
期
間
が
長
引
く
ほ

ど
、
措
置
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
年
齢
の
人
は
、
介
護
保
険
料
分
を

医
療
保
険
料
に
含
め
て
納
め
て
い
ま
す
。

未
納
が
あ
り
、
要
介
護
認
定
な
ど
を
受
け

た
場
合
は
、
完
納
も
し
く
は
未
納
額
が
大

き
く
減
少
す
る
ま
で
、
①
と
同
様
に
支
払

方
法
の
変
更
、
支
払
い
の
一
時
差
し
止
め

の
措
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
問
合
せ
／
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
対
策

係
（
!
22
―
３
１
１
１
内
線
584
）

平成13年12月15日 10

12月４日現在の申込み分を掲載。

主催者の都合により変更になることがあります。

問合せ／千葉県南総文化ホール !22－1811

　　　　　　　千葉県文化振興財団ホームページ

　　　　　　　　　　　http：//www.cbs.or.jp

１月のイベント
インフォメーション

南総文化ホール 1月の休館日／1日、2日、3日、7日、15日、21日、28日

館山市出初め式

館山市成人式

館山能公演

｢昭和の名曲でつづるにっぽんの歌｣

　　　　　　　　　　　歌謡ショー

映画「冷静と情熱のあいだ」

平成13年度老人クラブリーダー研修会

及び交通安全シルバーリーダー研修会

６日（日）

13日（日）

20日（日）

26日(土)

27日（日）

29日（火）

　９:30～11:30

　10:30～11:30

　13:30～16:30

①14:00～16:00

②18:00～20:00

①14:00～16:05

②17:00～19:05

　10:00～15:00

館山市・館山市消防団　!22-3111

館山市・館山市教育委員会!22-3111

館山市教育委員会　!22-3111

日本歌謡振興会

　　　　　　!03-3845-3421

ペニンシュラ　　 !23-8802

千葉県老人クラブ連合会

　　　　　　!043-242-4904

しおさいコンサート練習

館山音楽鑑賞協会No78演奏会

「伊藤恵ピアノリサイタル」

保育研修会

郵便局チーム活動発表会

石井カラオケ新年会

しおさいコンサート練習

11日（金）

13日（日）

19日（土）

22日（火）

24日（木）

24日（木）

無　料

無　料

有　料

有　料

有　料

関係者

館山市教育委員会　!22-3111

館山市・館山市教育委員会
館山音楽鑑賞協会 !22-3111

千葉県保育協議会!0470-92-2582

館山北条郵便局　 !22-4221

石井カラオケグループ!36-3274

館山市教育委員会　!22-3111

大
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

　18:00～21:30

　14:00～16:00

　13:30～16:00

　13:30～16:30

　 9:30～16:00

　18:00～21:30

関係者

有　料

関係者

関係者

無　料

関係者

保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
…

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
介
護
保
険
⑧

ワン！

　
介
護
保
険
制
度
は
、
国
民
の
共
同
連
帯
の
理
念

に
基
き
、
事
業
に
係
る
費
用
を
公
平
に
負
担
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
被
保
険
者
全
員
が
負
担

能
力
に
応
じ
て
、確
実
に
保
険
料
を
負
担
す
る
こ

と
で
、公
平
性
の
確
保
、制
度
の
安
定
的
な
運
営

を
保
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
で
は
、
保
険

料
を
滞
納
す
る
被
保
険
者
に
対
し
て
、
災
害
な
ど

特
別
な
事
情
を
除
き
、
次
の
よ
う
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
要
介
護
認
定
な
ど
を
受
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
な
い
場
合

　
保
険
料
を
２
年
間
納
め
な
い
と
時
効

に
な
り
保
険
料
の
市
の
徴
収
権
が
消
滅

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
介
護
が
必
要

に
な
り
、
保
険
の
給
付
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
と
き
に
、
認
定
時
か
ら
10
年

間
の
保
険
料
徴
収
権
消
滅
期
間
に
応
じ

て
、
保
険
給
付
の
給
付
率
が
９
割
か
ら

７
割
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
高
額
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
も
行

わ
れ
ま
せ
ん
。

40
～
64
歳
の
人
は
…

65
歳
以
上
で
…

①
要
介
護
認
定
な
ど
を
受
け

　
　
　
保
険
給
付
を
受
け
て
い
る
場
合

納
付
が
難
し
い
と
き
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納期限を過ぎる

と督促状がきま

す。

１年以上過ぎる
と、サービスの利
用が全額自己負担
になります。

１年６ヵ月以上滞
納すると、保険給
付が一時差し止め
になります。

さらに滞納が続
くと、保険の給
付から滞納分を
控除されます。

２１

３ ４

日　時 催　　物　　名 使用時間帯 入場方法 主　催　者


